
必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 1学年 33 ○ ○ 有

時間 授業方法

2 実技

2 実技

2 実技

3 鑑賞

4 鑑賞

3 実技

3 実技

2 実技

2 実技

2 実技

2 実技

2 実技

2 実技

2 実技

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

芸術 中島　洋和

芸術とは何か？を制作や鑑賞を通して理解していきます。 課題提出（100％）

実際の仕事や生活に使えるようなプログラムを実施し、

絵を描く事に抵抗感がくなり、意思の伝達のためのツールに

なることが目標です。

使用教材・教具

鉛筆、クロッキーブック、色鉛筆、消しゴムなど

参考文献

線で顔を描きます。　顔を描くコツをつかみましょう。

授　業　計　画

学修内容

まずは絵画の基本、線を描く。苦手意識をなくします。

言葉を「絵」に変えてみよう。たくさん描いて描くことになれよう。

時系列での説明をえと言葉で表現します。

人類の創成期から現代までのアートの大きな流れを説明します。

美術館での鑑賞教育を実施します。

人間の比率と構造を確かめてみよう

より自然な人体描写を目指します

遠近感をはじめとしたロジックを体験して理解する

立体を作るロジックを体験して理解する

写真を見ながら模写します

友達にモデルになってもらいながら描きます

お気に入りのモデルさんにヘアスタイルの提案をします

どれだけ描けるようになったか描いてみよう



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 1学年 33 ○ 有

時間 授業方法

１ 講義

２ 講義

３～５ 講義

６～７ 講義

８～９ 講義

１０ 講義

１１ 講義

１２～１３ 講義

１４ 講義

１５ 講義

１６ 講義

１７～１８ 講義

１９～２０ 講義

２１～２２ 講義

２３～２４ 講義

２５ 講義

２６ 講義

２７ 講義

２８～２９ 講義

３０～３１ 講義

３２ 講義

３３ 講義

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

関係法規・制度 河合　誠

これから美容師になろうとする人のために必要な、 定期試験（100％）

衛生行政、保健所の機能及び役割、美容業に関係する

美容師法を中心とした関連法規について理解する。

使用教材・教具

教科書

参考文献

美容師法の目的と構成

美容師法関係法令集

授　業　計　画

学修内容

社会生活における法の役割

法令の種類と特徴について

衛生法規の概観

衛生行政の意義と歴史

衛生行政の種類と衛生行政機関

美容所以外での業務について

美容師法の運営にあたる行政機関

用語の定義

美容師養成施設について

美容師試験について

美容師の免許と登録について

美容師の法的義務について

業務停止、免許取消及び再免許について

管理美容師について

美容所の開設の手続きについて

届出事項の変更、地位の承継について

美容所の開設者が講ずべき衛生措置について

美容所への立入検査について

美容師法に違反した者に対する行政処分について

美容師法の罰則について

まとめ，復習



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 1年生 33 ○ 有

時間 授業方法

講義 歴史上の人物とその業績

病原微生物と非病原微生物の違い

汚染、感染、発病、消毒、滅菌、殺菌、などの定義を理解させる

講義 美容師法に基づいた消毒の方法を説明

理学的消毒法、消毒に必要な条件など

化学的消毒法、消毒に必要な条件など

講義 微生物の抵抗力、消毒薬、消毒液の使用、保存上の注意

紫外線消毒法について（VTR)

煮沸、蒸気消毒について

講義 アルコール類について特徴等（VTR)

塩素剤について

界面活性剤について

講義 グルコン酸クロルヘキシジンについて

その他の消毒薬（家庭用常備薬）について

すぐれた消毒法の条件、消毒を行う際の注意事項

講義 消毒薬のあらまし

濃度の表し方

器具の使い方・消毒薬希釈の仕方

講義 希釈法（逆性石けん水溶液・次亜塩酸ナトリウム・水溶液の調整法）（VTR)

　　〃　　エタノールの希釈法

消毒の原則、消毒設備、

講義 美容器具類の消毒方法

美容で使用する器具類に対して適した消毒剤の選び方や消毒の際の注意

美容室所の消毒設備　（VTR)

講義 美容器具の消毒法・消毒の前に、消毒の際の注意点、

蒸し器、紫外線消毒器による消毒の注意点

美容師の手指の消毒

講義 清掃

各種消毒薬の希釈の仕方

講義 小テスト

小テスト（過去問に挑戦）

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

学修内容

　行い病気を未然に防げるよう、美容所において用いられる

　代表的な消毒法等について正しい取扱い等を

使用教材・教具

　身に付けさせる。

教科書・ノート

・アクティブラーニング型授業で、一人一人のやる気を

美容師法に基づいた消毒薬・器具・メスシリンダー、バット

　引き出す。

ビーカー、攪拌棒など

授　業　計　画

参考文献

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

衛生管理（衛生管理技術） 本田　美由紀

・美容の仕事は、直接人に器具に触れて技術を行う 小テスト

　作業で数多いお客様の中には、いろいろな感染症を 定期試験（100％）

　持つ人がいることもあり、そのためにいつも適切な消毒を ノート提出



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 1年生 33 ○ 有

時間 授業方法

講義 公衆衛生の意義と課題

欧米の公衆衛生の意義の歩み

我が国の公衆衛生の歩み

講義 伝染病予防法の制定

出生率の低下

死亡率の低下

講義 乳児死亡率の低下

平均寿命の延び

歴史の中の美容師と公衆衛生、公衆衛生と美容師

講義 予防医学について

予防医学について

疫学の重要性と予防医学の推進、母子保健、

講義 生活習慣病とその対策、がん・

心臓病・脳卒中

糖尿病・喫煙・アルコール

講義 老人の保健と福祉

老人保健と福祉サービス

たんぱく質・脂肪

講義 炭水化物・無機質

・ビタミン・食事摂取基準

医療制度・医療保険制度・介護保険制度

講義 環境衛生の目的・意義

空気と健康、空気成分、

空気中に発生する有毒ガス

講義 温度、湿度気流と健康

水、空気、日光、気候

日光と健康、気候と健康

講義 衣類の衛生、

食品の衛生

住居の衛生

講義 上水道

下水道

廃棄物・衛生害虫

大気・水質汚濁・その他の公害

美容所の衛生管理

3

3

3

3

3

教科書・ノート

3

参考文献

授　業　計　画

学修内容

3

3

3

3

3

・アクティブラーニング型授業で、一人一人のやる気を

　引き出す。

使用教材・教具

・各単元で小テストを行い、理解度を確認する。

・公衆衛生とは、多くの人々との生命を守ることで、 小テスト（１０％）

　健康にしていくために衛生や環境など、美容師はどんなこと 定期試験（８０％）

　を心がければよいかを理解する。 ノート提出（１０％）

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

衛生管理（公衆衛生・環境衛生） 加藤　やよい



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 1学年 66 ○ 有

時間 授業方法

1～2 　　　　講義

3～6 　　　　講義

7～9 　　　　講義

10～13 　　　　講義

14～15 　　　　講義

16～17 　　　　講義

18～20 　　　　講義

21～22 　　　　講義

23 　　　　講義

24～25 　　　　講義

26～28 　　　　講義

29 　　　　講義

30～32 　　　　講義

33 　　　　講義

34～36 　　　　講義

37 　　　　講義

38～39 　　　　講義

40 　　　　講義

41～42 　　　　講義

43 　　　　講義

44～45 　　　　講義

46～47 　　　　講義

48～49 　　　　講義

50～52 　　　　講義

53～57 　　　　講義

58～62 　　　　講義

63 　　　　講義

64 　　　　講義

65～66 　　　　講義

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

香粧品化学 田下　美里

美容器具や香粧品を合理的かつ安全に取り扱うためには、 定期試験　（60％）　

化学の理論的知識が必要不可欠である。 小テスト（20％）

そこで、化学の基本原理を学ぶとともに、主な香粧品の種類 ノート提出（10％）

使用目的・化学的性質・成分等を学び、これらを正しく使用 レポート提出（10％）　

できるよう正確な知識を身につける。

使用教材・教具

教科書　ノート　練習プリント

参考文献

酸化還元の定義　酸化剤と還元剤

授　業　計　画

学修内容

香粧品概論　香粧品の定義　香粧品の規制　香粧品の取り扱い注意事項

物質の構成・構造　原子量と分子量

溶液と溶解度　コロイドの定義と種類

イオンとＰＨ　酸塩基の定義と強弱　緩衝作用と緩衝液

物質の変化と化学反応　中和反応と塩

サンケア製品　美白用香粧品　制汗・防臭剤　ニキビ用香粧品

化粧水の種類と機能性

タンパク質の構造と性質　ケラチンの性質

人体各部（頭皮・皮膚・爪・まぶた・口唇）の性状

水性原料　有機溶媒・無機溶媒

油性原料　油脂　ロウ類　炭化水素

界面活性剤の基本的性質　界面活性剤の種類

天然高分子化合物　半合成高分子化合物　合成高分子化合物

色材　無機顔料　タール色素　パール顔料　天然色素

天然香料　合成香料　調合香料

防腐殺菌剤　酸化防止剤　保湿剤　紫外線吸収剤　収れん剤

合成樹脂　接着剤　塗料

皮膚清浄用香粧品　石鹸の種類と性質

油性スタイリング剤　液状スタイリング剤　高分子スタイリング剤

パーマ剤の原理・分類　パーマ第一剤・第二剤の種類と性質

ヘアカラー製品の種類と染毛メカニズム　脱色剤　永久染毛剤

育毛剤

芳香製品 香水　オーデコロン

クリーム乳液の皮膚への作用　クリーム乳液の種類と機能

シェービング用香粧品　化粧液　パウダー類　パック剤

ベースメイクアップ香粧品　おしろい類　ファンデーション類

ポイントメイクアップ香粧品　紅類　アイメイクアップ香粧品　マニキュア製品

シャンプー剤　へリンス剤　トリートメント剤



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 1 99 ○ ○ 有

時間 授業方法

4～5

21～23 実習

28～30

講義

11～20

カッティングのまとめ

31～45

⑦スキャルプマッサージ技術の一例

第2章　シャンプーイング 　　　

⑩シザーズによるカット技法（セニング、ポインティング、スライシング、クリッピング、トリミングカット

前期試験　（第1，2，3、4章）

⑪レザーによるカット技法（テーパー、セニング、ポインテッィング、スリザリングカット）

⑨シザーズによるカット技法の種類

①ヘアカッティングとは

②シザーズとレザーの扱い方

③美容刃物

④ヘアカッティングの基礎理論

⑤ベーシックなカット技法　①～④

⑥ベーシックカット展開図

1～3 講義

①美容理論と美容技術について

①美容技術と用具（道具・器具・機械、用具の取り扱い方）

⑥スキャルプトリートメント技術の基本ムーブメント

⑦スキャルプマッサージを相モデルで実践

第3章 ヘアデザイン

第1，2，3章まとめ
第4章　ヘアカッティング

⑧ヘアスチーマー・遠赤外線機

　その他の用具（ピン、クリップ、ロッド、ローラー）

①シャンプーイングの目的

②シャンプー剤の特徴

③シャンプーイングの際の注意事項①～⑩

④リンス、コンディショナー、トリートメントについて

美容とヘアデザイン

第1章　美容用具 　　　

講義

講義

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

美容理論１ 島田・上野・水谷

到達目標 成績評価の方法・基準

ノートその他必要に応じて指示する

使用教材・教具

美容技術理論Ⅰの教科書　

参考文献

24～27

技術を学ぶにあたっての理論的根拠を学び技術の習得 定期試験（100％）

を容易にすること ノート提出

小テスト

P・Pで説明

授　業　計　画

学修内容

②コーム（名称、選定法、手入れ法）

③ブラシ（種類、選定法、手入れ法）

④シザーズ（種類、名称、選定法、手入れ法）

⑤レザー（種類、名称、選定法、手入れ法）

⑥ヘアアイロン（名称、選定法、手入れ法）

⑦ヘアドライヤー（目的、種類、構造）

序章　美容技術理論を学ぶにあたって 　　　

②美容技術における作業姿勢

③美容技術に必要な人体各部の名称

人体各部の名称・・・頭部、手指の名称（美容技術、理論に必要な基礎知識）

人体各部の名称暗記　小テスト

6～10



時間 授業方法

⑦パーマネントウェービングのまとめ

⑩スキップウエーブ
⑪アイロンセッティング
⑫アップスタイル
⑬ウィッグとヘアピース
⑭ヘアセッティングの小テスト
⑮ヘアセッティング　国試対策問題
第7章　ヘアカラーリング
①ヘアカラーリング概論
②ヘアカラーのタイプ別特徴
③染毛のメカニズム

後期試験　（第5，6，7章）

46～60

⑮ヘアカラー基本プロセス（白髪染め）
⑯ヘアカラー基本プロセス（おしゃれ染め）
⑰ヘアカラーの実際

⑧パーマネントウェービングの小テスト
⑨パーマネントウェービング　国試対策問題
第6章　ヘアセッティング
①ヘアセッティングとは
②ヘアカーリング（シェーピング、スライシング、ベース）

①パーマネントウエーブの歴史と現在
　１．毛髪の構造
②１液と２液のはたらき　　ウエーブ形成の理論
③パーマネントウエーブ用剤の分類、種類
④パーマネントウエーブ用剤に関する注意事項
⑤パーマネントウエーブの実際

第5章パーマネントウェービング　、第６章ヘアセッティング、第7章　ヘアカラーリングのまとめ

⑨ヘアブリーチ

⑩毛髪化学
⑪染毛理論
⑫ヘアカラーリングベーシック
⑬塗布テクニック
⑭トーンダウン、トーンアップ、カラーチェンジ

⑨ヘアウェービング

④色の基本
⑤毛髪のアンダートーンとレベルについて
⑥ヘアカラーリングの注意事項
⑦パッチテスト
⑧酸化染毛剤の技術プロセス

③ヘアカーリング（ステムの角度、テンション、ループの大きさ、毛先）
④ループとウエーブの関係
⑤技法によるカールの種類
⑥カールピニング
⑦ピンカールを巻く順序
⑧それぞれのカールの技術の一例

⑥パーマネントアラカルト（方向性、アレンジなど）

学修内容
第5章パーマネントウェービング

76～99

61～75



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 1年生 51 〇 〇 有

時間 授業方法

1～3 実技

4～6 実技

7～9 実技

10～12 実技

13～22 実技

23～32 実技

33 実技

34～39 実技

40～48 実技

49～51 実技

・セイムレングスの説明、展示

・セイムレングスの練習、タイムトライ

・セイムレングスのテスト　（２０分）

・グラデーションカットの練習

・シザーの持ち方と開閉方法

・コームの持ち方とシェープの仕方

・ワンレングスのカット

・ワンレングスのブローとチェックカット

・ワンレングスのカット＆ブローのタイムトライ

・ワンレングスのカット＆ブローのテスト　（６０分）

・レイヤーカットの板書、手順説明

・レイヤーカットの手順を覚える

・２０分間でレイヤーカットを仕上げる

・レイヤーカットのテスト　（２０分）

・グラデーションカットの説明、展示

学修内容

・ワンレングス

・グラデーション

使用教材・教具　　　※（学）の道具は学校が準備しま

・レイヤー

・コードバン　・雑巾　・クランプ　・ウィッグ（学）　・スプレイヤー

・セイムレングス

・シザーズ　・ダックカール　・ものさし　・ノート　・カットコーム

・刈り上げ

授　業　計　画

参考文献

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

美容実習（カット） 上野・水谷・加藤

立ち位置、姿勢、コームの使い方や 定期試験（100％）

シザーズの開閉など基本動作を身につけさせる。 課題提出



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 1年生 453 〇 有

時間 授業方法

1～6 講義

7～9 実技

10～12 実技

13～18 実技

19～21 実技

22～27 実技

28～39 実技

40～48 実技

49～65 実技

66 実技

67～453 実技

1人ずつ巻き方をチェックする。

・合同ＷＤ

・下巻きの展示

・下巻きの練習

・フロント～右バックサイドと右サイドの展示

・フロント～右バックサイドと右サイドの練習

・左サイドまでの展示

・左サイドまでの展示

・全頭を20分で巻けるように練習

全頭20分テスト

・国家試験合格レベルの仕上がりに出来るように練習

・上巻きの練習

コーム・ＷＤウィッグ・スプレイヤー・雑巾

授　業　計　画

学修内容

・道具の説明

・ブロッキングの取り方

・12ブロッキングの練習

・12ブロッキングの練習

・ブロッキング見極め（5分）

タイムトライアルを繰り返し、20分以内で

国家試験合格レベルのＷＤを仕上げられるようにする。

使用教材・教具

コードバン・クランプ・ロッドケース・ペーパー・ゴム（白）

参考文献

国家試験に向けて、細かく展示をしながら、 定期試験（100％）

理解してもらうようにする。 課題提出

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

美容実習（ワインディング） 上野・水谷・加藤



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 1年生 33 〇 有

時間 授業方法

1～3 講義

実技

4～9 実技

10～15 実技

16～18 実技

19～24 実技

25～32 実技

33 実技

・４，５，６段目のカールの作り方の説明、練習

・１段目の作り方の説明、練習

・１～７段目のタイムトライ

※ウェーブ幅と位置などは常に意識しながら行う

・全頭を３０分以内で作れるように練習する。

※ウェーブ幅と位置などは常に意識しながら行う

・全頭を３０分でテスト

・４，５，６段目のブロッキングの説明、練習

・ウィッグ（学）　・リングコーム　・セットコーム　・アプリケーター

・セットローション　・シングルピン　・ステンレスピン　・オニピン

授　業　計　画

学修内容

・セットコームの持ち方と動かし方の説明

・ローションを塗布する仕方の説明

・左サイドに４段フィンガーウエーブを作る展示、練習

・左サイドに４段均一な幅のフィンガーウエーブを作れるようになる

・２～７段目の作り方の説明と展示

ウェーブ、ピンカールの作り方とピニングの

仕方を覚える。

使用教材・教具　　　※（学）の道具は学校が準備します。

・コードバン　・雑巾　・手拭き用タオル　・クランプ　・スプレイヤー

参考文献

コームの持ち方、使い方を覚える。 定期試験（100％）

構成を覚える。 課題提出

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

美容実習　（オールウェーブセッティング） 上野・水谷・加藤



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 1年生 24 〇 有

時間 授業方法

1～12 相モデル

13～24 相モデル

シャンプー台の使い方の説明、手順の板書

出席番号1～10、20～29（各10名）はサイドシャンプーをの手順を覚える。

出席番号11～19、30～38（各9名）はバックシャンプーの手順を覚える。

シャンプー台の使い方の説明、手順の板書

出席番号1～10、20～29（各10名）はバックシャンプーをの手順を覚える。

出席番号11～19、30～38（各9名）はサイドシャンプーの手順を覚える。

学修内容

使用教材・教具

・カテリーナブラシ　・ドライヤー　・シャンプー　・トリートメント

・ノート　・筆記用具

授　業　計　画

参考文献

サロンに入社して即戦力になる力をつける。 定期試験（バックとサイド両方行う。）（100％）

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

美容実習（シャンプー） 上野・水谷・加藤



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 1年生 9 〇 有

時間 授業方法

1～3 講義

4～9 実技

・カテリーナブラシ　・リングコーム　・ノート　・筆記用具

授　業　計　画

学修内容

・オープンキャンパスの説明

・ブラッシングの練習

・表編み込み、裏編み込みの基本のやり方を練習

・ロープ編み、片編み込みなどの練習

・学んだ技術を使い作品を作る。

使用教材・教具

・コードバン　・クランプ　・スプレイヤー　・ダックカール

参考文献

正確な編み込みを身につける。 定期試験（100％）

数種類のＵＰスタイルを創作する。 課題提出

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

美容実習（アレンジ） 上野・水谷・加藤



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

〇 1年生 50 〇 〇 有

時間 授業方法

1～3 講義

実技

4～6 実技

7～9 実技

10～12 実技

13～50 実技

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

総合技術（カラー） 上野・水谷・加藤

薬剤知識 課題提出（１００％）

ヘアカラー理論

ヘアカラー塗布テクニック

使用教材・教具　　　※（学）の道具は学校が準備します。

・ウィッグ（学）　・はけ　カップ　・トレーニングクリーム（学）

参考文献

・おしゃれ染めのリタッチを説明、展示

・ダックカール

授　業　計　画

学修内容

・道具の配布、説明

・４ブロッキングの取り方

・グレイカラーの説明

・グレイヘアリタッチの説明、展示

※ウィッグに対して行う

※ウィッグに対して行う

・ワンメイクの塗布の仕方を説明、展示

・均一に素早く塗布ができるように練習

※ウィッグに対して行う

・ツータッチの説明、展示

・均一に素早く塗布ができるように練習

※ウィッグに対して行う

・３人組を作り、１名がモデルで２名がリタッチ塗布



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

〇 1 60 ○ ○ 有

時間 授業方法

3 講義

実習

4-6 実習

講義

実習

講義

7-9

講義

実習

10-12 実習

講義

実習

講義

13-15 実習

講義＆実習

講義

実習

16-18 実習

講義

実習

19-30 実習

30-60 講義

実習

タイプ別のメイクやシーンに合わせたメイクを学ぶ

検定取得を目指し、30分で基本工程をすべて行えるように反復練習を行う

全ての流れを相モデルで行い基本の流れを修得する

上記内容を相モデルで行う

まぶたの基本構図

アイシャドウの基本的なのせ方の展示

前回のおさらい

アイシャドウののせ方をもう一度展示し、相モデルで行う

チークカラーの範囲と中心・種類

チークの展示

上記内容を相モデルで行う

前回のおさらい

 リップの基本バランス・描き方の展示

上記内容を相モデルで行う

眉カット・眉描きの展示

クレンジング・化粧水・クリームを相モデルで行う

コントロールカラーと色別効果

前回のおさらい

ファンデーションの目的

ファンデーションの伸ばし方

ファンデーションテクニック

フェイスパウダーの目的と効果

フェイスカラーの目的と効果

上記内容を相モデルで行う

前回のおさらい

眉の基本バランス

立ち位置、クレンジング・化粧水・クリームの手順の解説

メイクＢＯＸ・タオル・めん棒・ティッシュ・ビニール袋

※コットン・鏡

授　業　計　画

学修内容

道具の配布

各道具の名称、使用方法の確認

メイクアップ道具の基本的な配置

前回の内容を確認し、道具を基本的な配置に準備してもらう

スキンケア概論・皮膚のタイプ

参考文献使用教材・教具

準備するもの　（※印は学校で準備）

スキンケア、基本のメイクを学ぶ 定期試験（100％）

道具の名称と使い方を修得する 課題提出

検定取得

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

総合技術（メイクアップ） 田口・水谷



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

〇 １学年 ３４ 〇 〇 有

時間 授業方法

１～３ 実技

４～６ 講義、実技

７～９ 講義、実技

１０～１２ 講義、実技

１３～１５ 講義、実技

１６～１８ 講義、実技

１９～２１ 講義、実技

２２～２４ 実技

２５～２７ 実技試験

２８～３０ 講義、実技

３１～３３ 講義、実技

３４ 筆記試験

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

総合技術（ネイル） 鶴本　玲子

美容のプロになる為にネイルの基礎を学ぶ 実技試験の結果、評価（50％）

講義と実技の受講後、ネイル協会I-NAIL-Aの 筆記試験の結果、I-NAIL-A試験結果で採点（40％）

ネイルプロフェッショナル検定試験A級受験 課題提出（10％）

学修内容

イベント、オープンキャンパス用のネイル施術

使用教材・教具

両面テープ、セロテープ、つまようじ、アルミホイル

へーパータオル、タオル２枚、消毒液、カットバン、綿棒

ジッパー付袋B5サイズ３枚、A5サイズ１枚、ネイル教材一式

授　業　計　画

参考文献

筆記試験

教材の説明、セッティング方法

講義（爪の成り立ち）・実技（デモ　WETケア　シャイナー）

講義（衛生措置）、実技（デモ、塗り）

講義（マニキュアの科学、皮膚の基礎）、実技（デモ、塗り）

講義（爪の病気、感染と免疫）、実技（左右３本ずつ、ケア、塗り）

講義（人体のしくみ、骨格系）、実技

講義（筋系、循環器、神経系）、実技（ケア、塗り）

実技（ケア、塗り）試験対策

相モデルでの検定試験（前半、後半）

講義（筆記試験対策）、実技（DRIケア、イベント用ネイル）

講義（筆記試験対策）、実技（チップ作成）



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

〇 1 18 ○ 有

着物の基礎知識、作法、着物のたたみ方、              

時間 授業方法

浴衣実習

小紋実習

小紋実習

10～12 小紋実習

13～15

15～18

自分でゆかたを着れ、相モデルでゆかたを着せる練習をする

小物の準備の仕方

着物のたたみ方

下着をつけ、モデルの体型に合わせタオルで補整後、長襦袢までの展示後練習

小紋の着付け展示後、相モデルで練習

相モデルでﾀｵﾙ補正から小紋の着付けまで復習

帯の種類の説明と二重太鼓の結び方展示

相モデルでﾀｵﾙ補正から小紋・帯結びまでの練習

相モデルでﾀｵﾙ補正から帯結びまで４０分～50分で練習

小紋の着付け、補正から帯結びまで４０分でテスト

長襦袢、着物（小紋）、帯、小物一式

授　業　計　画

学修内容

モデルの体型に合わせタオルで補整

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

総合技術（着付） 加藤　やよい

7～9

到達目標 成績評価の方法・基準

１～3

4～6

定期試験（100％）

小物の準備の仕方、自分の着衣の整理

着物を自分で着る、人に着せることが出来る　　

ようにする

使用教材・教具

タンクトップ・短パン（浴衣用）、タオル３枚、ランジェリー

着物と小物の種類について説明する

参考文献



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

〇 1 33 〇 〇 有

参考文献

時間 授業方法

1～6 講義・実習

７～9 講義・実習

10～15 講義・実習

16～21 講義・実習

18～21 講義・実習

22～27 講義・実習

28～33 講義・実習

・コミュニケーション、言葉遣いについて

・発声練習

・サロンへの電話の仕方

・インターンシップ訪問先へ事前挨拶の連絡

・接客用語と基本動作

・インターンシップ期間中の諸注意

・インターンシップの準備

・インターンシップの振り返り、お礼文記入

・インターンシップ（第2回）期間中の諸注意

・インターンシップ（第2回）の準備

・インターンシップ（第2回）の振り返り、お礼文記入

学修内容

使用教材・教具

接客基本講座テキスト

筆記用具

授　業　計　画

社会人になるうえで基本的な接客技術を身につける 定期試験　100％

サロンにおける接客技術の向上

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

接客マナー 上野・水谷・加藤



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 2 33 ○ 有

時間 授業方法

1 講義

講義

4～6 グループ別で発表

7 小テスト

講義

10～11 講義

12～13 講義

14～15 講義

16～17 講義

講義

講義

25～30 個人発表

30～33 小テスト

使用教材・教具

教科書・ノート

主な感染症・・・空気・飛沫を介して感染する感染症

感染症の分類（法律、病原体別、感染経路）

法律上の分類と病原体別に覚える暗記の仕方

資料（プリント）

授　業　計　画

20～22

8～9

病原微生物にはどのような種類があるか

感染症予防について・・・感染源に対する対策・感染源に対する対策・

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

衛生管理　３編　感染症 本田　美由紀

到達目標 成績評価の方法・基準

2～3

・なぜ感染症を勉強するのか目的を理解する 小テスト　　　

・感染症の予防方法を知る 定期試験（100％）

・美容師にとって必要な感染症の知識を１つ１つ印象付 個人発表の評価

けて覚える

学修内容

感染症発見の歴史・・・人と感染症と戦いどのような業績を残したか

感染症がどのように分類されているか、法律上の分類

法律による分類、　身体への侵入・感染経路による分類、病原体別の分類

P.P

　　　　　　　　　　　　　　　 咳のある客への対応

　　　　　　　　　　　　　　　 病変の皮膚を持つ客への対応

　　　　　　　　　　　　　　　 嘔吐をした客への対応

　　　　　　　　　　　　　　　 人体に関する対策・個人予防対策

２章　感染症の各論・・・美容師の健康管理と感染症の基礎知識の重要性

23～24

まとめと復習

国家試験過去問題に挑戦

参考文献

18～19

動物・節足動物を介して感染する感染症

血液等を介して感染する感染症

接客時の感染予防策・・・標準予防策

飲食物を介して感染する感染症

病原微生物の形や大きさ、構造、特長など

病原微生物の生活現象について

病原微生物は環境の影響によりどうなるのか

感染症の予防・・・微生物の病原性、人体の感受性、遺伝について

汚染・感染・発病について

免疫と予防接種

感染症発生の３大要因・・・感染源・感染経路・宿主の感受性



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 2年 33 ○ 有

定期試験（６０％）

小テスト（３０％）

ノート提出（１０％）

教科書・ノート 『マンガでわかる人体のしくみ』　坂井建雄監修　池田書店　

3Ｄ映像 『ぜんぶわかる人体解剖図』　坂井建雄・橋本尚詞著者　成美堂出版

プリント（問題集） ヒューマ・ンアナトミー・アトラス2019

筋肉/骨格－解剖学３Dアトラス

時間 授業方法

人体各部の名称

頭部、顔部、頸部の体表解剖学

2 小テスト

骨の種類と構造

骨の連結

4 骨格器系とそのはたらき

5 小テスト

6 筋の種類とその特徴

7 主な骨格筋とそのはたらき

顔面筋と表情運動

理容・美容の作業と筋疲労

9 小テスト

10 神経系の成り立ち

11 中枢神経とそのはたらき

12 末梢神経とそのはたらき

13 小テスト

視覚

聴覚

平衡感覚

味覚

16 嗅覚

17 皮膚感覚

18 小テスト

19 血液のあらまし

20 血液循環の仕組み

21 血液の循環経路

22 心臓と血管のはたらき

23 リンパ管系の仕組みとはたらき

24 小テスト

呼吸器系のあらまし

気道

26 肺の仕組みとガス交換

27 呼吸運動

28 小テスト

29 消化器系のあらまし

30 消化管の仕組み

31 消化管のはたらき

32 消化と物質代謝

33 小テスト

講義

1

3

8

14

15

25

講義

講義

講義

講義

講義

講義

皮膚、毛髪などを主とする、人体の構造、機能に関
する科学的、系統的知識を美容技術と関連させな
がら学ばせ、単元ごとに理解させる。

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

保健（人体の構造及び機能） 島田　幸長

授　業　計　画

学修内容

使用教材・教具

講義

参考文献



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

〇 ２年 ６６ 〇 有

時間 授業方法

1～3 講義

4～5 講義

6 小テスト

7～12 講義

13～18 講義

19 小テスト

20～21 講義

22～14 講義

25～27 講義

28～29 講義

30 小テスト

31～33

定期試験

34～36 講義

37～39 講義

40～41 講義

42 小テスト

43～45 講義

46～48 講義

49～51 講義

52～57 講義

58～60 講義

61～62 講義

63 小テスト

64～66

定期試験

試験勉強

　　　　　　　　　〃　　　　・毛と爪の疾患　・皮膚の腫瘍

　　　　　　　　　　　　　　 　・子どものおしゃれによる皮膚トラブル

第6章　皮膚と皮膚属器官の疾患　・皮膚の異常とその種類　・皮膚疾患の原因　・皮膚疾患の治療法

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　 　・皮膚炎と湿疹、蕁麻疹、薬疹　・口唇の疾患

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・温熱、寒冷による皮膚障害

　　　　　　　　　〃　　　 　・角化異常による皮膚障害　・色素異常による皮膚疾患

　　　　　　　　　　　　　　　・血管腫　・脂腺母斑　・下肢静脈瘤　

　　　　　　　　　〃　　　　 ・分泌異常による皮膚疾患　・化膿菌による皮膚疾患

　　　　　　　　　　　　　　　・ウイルスによる皮膚疾患

　　　　　　　　　〃　　　　 ・真菌による皮膚疾患　・衛生害虫による皮膚疾患

　　　　　　　　　　　　　　　・感染症の皮膚疾患

　　　　　　　　　　　　　　 　・毛の保護と手入れ　・爪の保護の手入れ　　　　　 　

第３章　皮膚の循環器系と神経系　・皮膚の血管　・皮膚のリンパ管　・皮膚の神経

第４章　皮膚と皮膚付属器官の生理機能　・対外保護作用　・体温調節作用

                     〃　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・知覚作用と皮膚反射　・分泌排泄作用

　　　　　　　　　〃　   ・呼吸作用　・吸収作用　・貯蔵作用

　　　　　　　　　　　　　・免疫、解毒、排除作用　・再生作用　・毛のはたらき　・爪のはたらき

テスト勉強

第５章　皮膚と皮膚付属器官の保健　・皮膚と全身状態　・皮膚と精神　・皮膚と栄養

　　　　　　　　　〃　　　　　・皮膚と嗜好品　・皮膚と体内病変　・皮膚の水分と脂の状態

　　　　　　　　　〃　　　　　・皮膚、付属器官とホルモン　・皮膚の保護と手入れ　

プロジェクター

プリント

授　業　計　画

学修内容

第１章　皮膚の構造　・皮膚表面　・皮膚の断面　・表皮

　　　　　　　　　　　　　　・表皮と真皮の境　・真皮　・皮下組織　・皮膚の部位差

第２章　皮膚付属器官の構造　・毛　・脂腺　

　　　　　　　　　〃　 　　　　　　　　 ・汗腺　・爪

その予防について学習する。

使用教材・教具

パソコン

参考文献

皮膚および皮膚付属器官の構造や機能、保健衛生など 小テスト（単元毎）

また疾患についての知識とその予防を理解する。 定期試験（１００％）

皮膚および皮膚付属器官の疾患につての知識と

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

保健（皮膚科学） 永本　真由美



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

〇 1年生 66 〇 無

時間 授業方法
1～3 講義

3～9 講義

10～18 講義

19～27 講義

28～36 講義

37 小テスト

38～41 講義

42～45 講義

46～49 講義

50～53 講義

54～56 講義

57 小テスト

58～66 講義

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

美容文化論 上野　広大

現代のファッションや技術に至るまでの過程を 定期テスト

知ることで新しいデザインを創造する力をつける ノート提出

学修内容

出席状況

使用教材・教具　　　※（学）の道具は学校が準備します。参考文献

文化論教科書

筆記用具

授　業　計　画

ファッション文化史（日本編）

総論

１．理容・美容の語義

２．理容・美容と現代社会

３．文化史の中の理容・美容

４．理容・美容と造形要素

５．理容師・美容師の仕事の中で

日本の理容業・美容業の歴史

１．理容業・美容業の発生

２．江戸時代の理容業・美容業

３．近代の理容業・美容業

４．現代の理容業・美容業

ファッション文化史（西洋編）

１．縄文・弥生・古墳時代

２．古代（飛鳥・奈良・平安時代）

３．中世（平安末・鎌倉・室町・戦国時代）

４．近世Ⅰ（戦国末・安土桃山時代）

５．近世Ⅱ（江戸時代）

６．近代（明治・大正・昭和２０年まで）

７．現代Ⅰ（１９４５年～１９５０年代）

８．現代Ⅱ（１９６０年代～１９７０年代）

９．現代Ⅲ（１９８０年代～１９９０年代）

１０．現代Ⅳ（２０００年代以降）

ファッション文化史（日本編）小テスト

１２．現代Ⅲ（１９４０年代後半～１９５０年代）

１．古代エジプト

２．古代ギリシャ・ローマ

３．古代ゲルマン

４．中世ヨーロッパ

５．近世Ⅰ（１６世紀）

６．近世Ⅱ（１７世紀）

７．近世Ⅲ（１８世紀）

８．近代Ⅰ（１８世紀末～１９世紀初め）

９．近代Ⅱ（１９世紀）

１０．現代Ⅰ（１９１０年代～１９２０年代）

１１．現代Ⅱ（１９３０年代～１９４０年代前半）

総復習

１３．現代Ⅳ（１９６０年代）

１４．現代Ⅴ（１９７０年代）

１５．現代Ⅵ（１９８０年代）

１６．現代Ⅶ（１９９０年代～２０１０年）

礼装の種類

ファッション文化史（西洋編）、礼装の種類小テスト



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

〇 2年生 33 〇 有

時間 授業方法

1～8 講義

9～12 講義

13～19 講義

20～25 講義

26～33 講義

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

美容技術理論２ 加藤　やよい

美容師として必要な技術の知識を理解する。 小テスト（10％）

国家試験問題に対して正しく 定期試験（80％）

学修内容

解答できるようになる。 ノート提出（10％）

使用教材・教具

教科書、ノート、筆記用具

授　業　計　画

参考文献

エステティック エステティックの概論

カウンセリング

皮膚の生理と構造

マッサージ理論

フェイシャルケア技術、デコルテ

フェイシャルパック

ネイル技術 ネイル技術の種類

爪のカット形状・構造

ネイルケア

アーティフィシャルネイル

手足のマッサージ

メイクアップ 顔の形態的観察

メイクアップと色彩

スキンケア

ベースメイク

アイメイク

リップメイク

ブラッシュオンメイク

まつ毛エクステンション

日本髪 日本髪の由来

名称・種類と特徴

日本髪の各部の名称

日本髪の結髪技術

かつらのつけ方

着付けの理論と技術 着付けの目的

礼装・季節に合った着物

着物のいろいろ

男性着付けの礼装

男性、女性の袴の着付け

帯の種類・小物類

各部の名称・たたみ方

着付けの手順



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

〇 2年生 33 〇 有

時間 授業方法

1～3 講義

4～6 講義

7～9 講義

10～12 講義

（一部実技予定）

13～15 講義

16 講義

17～33

※6/23 検定

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

美容技術理論２　（色彩） 上野　広大

検定試験（100％）

配色の基本、理論

色彩検定3級（希望者は2級、1級）を

学修内容

取得できるようになる。

使用教材・教具

・教科書　・ファイル　・筆記用具　

・のり（テープのり）　・はさみ

授　業　計　画

参考文献

色のはたらき ①色のはたらき

光と色 ①色はなぜみえるのか

②眼の仕組み

③照明と色の見え方

④混色

色の表示 ①色の分類と三属性

②ＰＣＣＳ

③言葉による色表示

色彩心理 ①色の心理的効果

②色の視覚効果

色彩調和 ①配色の基本的な考え方

②色相から配色を考える

③トーンから配色を考える

④配色の基本的な技法

⑤配色演習の解答例と解説

色彩効果 ①色彩と構成

色彩と生活 ①色彩と生活

ファッション ①ファッションとは

慣用色名 色名とＰＣＣＳを関連付けて暗記する

復習・模擬試験（過去問）

色彩検定　２級　３級

②ファッションと色彩

インテリア ①インテリアと色彩

②インテリアのカラーコーディネーション



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

〇 2年生 33 〇 有

時間 授業方法

講義

定期テスト（90％）・ノート提出（10％）

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

運営管理 島田　幸長

到達目標 成績評価の方法・基準

パソコン・テレビ

授　業　計　画

使用教材・教具 参考文献

教科書・ノート

日常の仕事に必要な心構えから、自分が店を開いて運
営していくまでの幅広い内容を、3つの単元に分け、でき
る限りわかりやすく勉強していく。

学修内容

第1章　経営とは・経営者とは

第1節　経営が必要とされる理由

第2節　継続が難しい理由＝経営が必要な理由

第3節　経営とは何か

第4節　コストを管理する

第5節　税金について

第1節　資金管理の重要性

第2節　収支と損益

第3節　会計の考え方

1　資金管理とは　2　会計の活用

第4節　理容業・美容業の顧客について

第3章　資金の管理

第1節　業界の概要

第2節　競争の変化

第3節　サービスとしての理容・美容

1　理容・美容業界の現状　2　今日の理容店・美容店

第6節　経営戦略が目指すもの

第2章　理容業・美容業の経営について

2　クオリティの実現

第4節　給与

第5節　待遇・福利厚生

第6節　労働者の権利

第2章　健康・安全な職場環境の実現

第1節　健康管理の基礎

第2編　人という資源　従業員としての視点

第1章　人という資源

第1節　人という資源とは

第2節　人の能力を高める

第3節　人をやる気にさせるために

1　競争　2　競争の方向性の変化

1　サービスは経験の提供　2　顧客が決めるサービス

3　サービスを実現するもの
1　顧客が来るのは当たり前ではない　2　理容・美容の顧客の特徴

顧客に選ばれるよい店の実現

1　経営とは何か　2　経営の最大のテーマ：継続企業の原則

1　変化　2　競争　3　経営の必要性
1　経営の目的：継続を実現するために　2　経営の成果：利益とは何か

1　経営資源　2　経営計画
1　経営戦略とは　2　経営戦略の視点　3　経営者の視点

1　よい店をどう実現するか

第4節　経営資源と経営計画

第5節　経営戦略

1　採用について　2　理容業・美容業のトレーニング

3　トレーニングと資格制度

1　やる気とは何か　2　やる気と高める

1　給与の役割　2　給与の設計

1　評価・待遇　2　福利厚生　3　休暇

1　働く者の権利　2　適正な労使関係の構築

1　収支とは　2　損益とは　3　収支と損益が異なる例

1　利益の仕組み　2　コストの仕組み　3　コストを削減するために

1　税金の種類とその内容　2　税金を払うタイミング

1　会計が目指しているもの　2　会計の考え方　3　会計の応用

3　税金を支払わないときの罰則

1　人という資源の特徴と課題　2　労務管理の目指すもの

3　新しい問題への対応

1　健康管理とその仕組み　2　健康診断

1

2

3

7

8・9

10

4

5

6

11

12・13



17

18・19

20・21

33 小テスト

講義

第1節　社会人としての責任・理容業・美容業の従業員としての責任

第2節　社会保険①　～公的年金～

第3節　社会保険②　～医療保険～

第4節　社会保険③　～労働保険～

第5節　キャリアプランの重要性

第2節　理容・美容の仕事と健康

第3節　理容業・美容業に特徴的な健康問題

第4節　理容・美容の作業環境に関する健康問題

第3章　従業員としての視点から

第4節　最も重要な価値：人

第5節　価値の多様性　顧客が求めるもの

第6節　サービスの範囲

第2章　マーケティング

第1節　理容業・美容業のマーケティング

第2節　マーケティング・ミックス

第6節　仕事をするうえで考えるべきこと

第3編　顧客のために

第1章　顧客が求める価値

第2章　価値の実態

第3節　顧客満足の実現のためのシステム

第6節　マーケティング・ミックスの要因　長期的要因②

第7節　サービスのシステム化

第3章　サービスにおける人の役割

第1節　接客についての理解

第3節　マーケティング・ミックスの要因　短期的要因①

第4節　マーケティング・ミックスの要因　短期的要因②

第5節　マーケティング・ミックスの要因　長期的要因①

3　新しい責任

1　国民年金　2　厚生年金保険

1　健康保険　2　国民健康保険　3　介護保険

1　雇用保険　2　労働者災害補償保険

1　人的サービス・顧客に求められるサービスゆえの健康問題

2　職務の特性と健康問題　3　経営者としての責任

1　理容・美容の仕事と疲労

2　理容師・美容師に多い健康問題

1　システムとして動くこと　2　価値を保持する　リーダーの役割

1　接客の誤解をとく　2　よい接客とは何か

1　理容業・美容業のマーケティングの特徴　2　マーケティングの要点

1　マーケティング・ミックスの要因　2　マーケティング・ミックスと市場

1　短期的要因と長期的要因　2　価値　3　価格（料金）

1　顧客とのコミュニケーション　2　アウトバウンド・コミュニケーション

3　インバウンド・コミュニケーション　4　コミュニケーションのポイント

5　コミュニケーションに関する留意点

1　インターフェイス　顧客とつながる「窓口」
2　インターフェイスに関わる課題　3　インターネットの功罪

1　人　2　物的要因　3　プロセス

1　サービス・デザインとは　2　サービス・デザインの要点

1　価値の構造　2　競争の現実

1　価値を実現するシステム　2　顧客満足とシステム

1　人の役割　2　最も目立つ価値
1　顧客が求めている価値　2　実現すべき価値は多種多様

1　サービスの範囲とは　2　サービスの範囲と経営

1　進むべき道を考える　2　準備

3　キャリアプランのメリット　4　自己管理・将来設計

1　サービス提供者としての役割とは　2　仲間と働くうえでの役割

1　採光　2　換気　3　温度・湿度

1　社会人としての責任　2　理容・美容という仕事ゆえの責任

28

29・30

31

32

25

26

27

15・16

22・23

24

14



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 2年生 420 ○ 有

時間 授業方法

①身なり服装のチェック（リングやブレスレット）

②シャンプーの手順の確認

③指の動きはリズミカルにできているか

④力加減は適当であるか

⑤水圧の調整はできているか

⑥全体の流れがスムーズであるか

⑦声かけがしっかりできているか

⑧やさしさは感じられたか

⑨シャンプー台のまわりはきれいに片付けができているか

⑩シャンプーは気持ちよかったか

①レイヤーカット（ロング・ミディアム）

②セイムレングスカット

③グラデーションカット(サスーンab、ba）

④メンズカット（刈り上げとツーブロック））

①人頭とウィッグで巻く時の違い

②ゴムかけの確認

③スライス幅、テンションのかけかたコームの使い方

④ステムの角度

⑤ロッドの選定の方法

⑥パーマネントウエーブ用剤の選定法

⑦パーマネントウエーブの手順

⑧ターバンタオルの使用法

⑨パーマネントウエーブの実際

①カウンセリング（色の確認）

②毛髪診断

③白髪染めのテクニック（薬剤ののせ方、リタッチ）

④おしゃれ染めのテクニック（ワンタッチ）

⑤おしゃれ染めのテクニック（ツータッチ）

⑥ヘアカラーのお流し（乳化テクニック）

バランス（ウエーブの幅・割れ・位置など）に注意する

髪のとかし方、ウエーブの位置

指の位置、コームの回転の確認

カールの収める位置を確認、カールの確認、

ピニング（ピンの持ち方、開き方、留め方）

２５分でキレイに完成させる

国家試験合格レベルまで到達する

①展開図、切り方の説明

②国家試験採点項目の説明

③採点項目の理解

④時間をはかりながら練習する

⑤お互いに採点しあう

⑥カットラインの正確さをチェックする

⑦15分で切り終わり、5分間チェックする

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

美容実習
本田　美由紀
濵口　真裕子

・2年間を通して学んだ実技の総仕上げを実践で行う。 実技試験（100％）

・サロン形式で行う事により、即サロンワークに繋がる。

参考文献使用教材・教具

実技道具

授　業　計　画

学修内容

1～４８ 実技

１１１～２９０ 実技

２９０～４２０ 実技

４８～７５ 実技

７５～１０２ 実技

１０２～１１１ 実技



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 2年生 66 ○ ○ ○ 有

時間 授業方法

１～３ 講義 エステテッック概論　エステティック業と法律

４～６ 演習実技 ベット、ワゴンセッティング・ベットご案内・ドレーピング・ターバン

７～９ 講義 エステテッックカウンセリングの意味と目的、スキンチェック

１０～１２ 演習実技 相モデル　セッティング　サブテクニック復習　スキンチェック

１３～１５ 講義 肌質について・皮膚トラブルについて　

１６～１８ 演習実技 セッティング ・サブテクニック復習

１９～２１ 講義 エステティック機器学　スチーム　アイオニック　ピーリング　キッシング　パター

２２～２４ 実技 エステティック機器学　クール＆ウォーム　スプレー　

２５～２７ 実技 中間テスト　筆記試験

２８～３０ 実技 　　　〃　　　実技試験

３１～３６ 講義 フェイシャルトリートメント総論

３７～４４ 演習実技 フェイシャルトリートメント（クレンジング、スキンチェック、機器、トリートメント、パック）

４５～５２ 実技 フェイシャルトリートメント（クレンジング、スキンチェック、機器、トリートメント、パック）

５３～６０ 実技 フェイシャルトリートメント（クレンジング、スキンチェック、機器、トリートメント、パック）

６０～６６ 講義実技 総合試験　筆記試験　　実技試験

学修内容

・一人ひとり異なる身体や心の特徴、状態を踏まえなが
ら、化粧品や関連機器、器具さらにエステテッック技術、
カウンセリングを駆使して、お客様の心に満足とやすら
ぎを与えるとともに、肌や身体を健康的で美しい状態に
保持、保護する方法を習得する。

実技試験（５０％）

筆記試験（５０％）

使用教材・教具 参考文献

エステテッックFUKUSHO教本　エステティック器具　機械
化粧品　コットン　精製水　ティッシュ

エステテッックFUKUSHO　FACIAL BASIC　THEORY
エステテッックFUKUSHO　FACIAL BASIC  TECHNIQUE

授　業　計　画

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

エステティック 石見メルル雅子



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ ２年生 66 ○ ○ 有

時間 授業方法

１～３ 講義

５～６ 実習

７～８ 講義

講義

講義

講義

９～１７ 講義

講義

講義

実習

講義

１８～２８ 実習

実習

実習

講義

２９～３１ 講義

講義

講義

講義

３２～３４ 講義

講義

実習

実習

講義

３５～３７ 講義

講義

３８～４０ 講義

講義

講義

講義

４１～４４ 講義

講義、実習

講義

薬液の選定と施術料の提示

ヘアカラー製品の選定

酸化染毛剤のパッチテスト

パッチテストで異常を生じた際の対応と染毛料の使用

頭皮の確認

カウセリングは重要な職場のシステム

毛髪・皮膚コンサルティング

美容室でのコンサルティングの必要性

コンサルティング正しく行うために

コンサルティングを行う際の態度

サロン繁栄のためのコンサルティング

機器診断と触診

毛質(髪質）のついて

顧客の希望の確認

断毛と脱毛

ストレッサーとストレス反応

個人情報の保護

心の仕組みと働き

コミュニケーションとストレスの関係

カウンセリングのプロセス

３つの相談方法

ロープレーによる傾聴訓練

エンカウンターグループ

スキルアップ訓練

職場で起こるトラブル対応の訓練

４つノメンタルヘルスケア

ストレス管理

心理カウンセリングとは

授　業　計　画

学修内容

就活に備えて学習

ピアカウセリングの目的

カウンセリング内容をクライエントの欲求で分ける

コンサルティングとは

コーチングとは

使用教材・教具 参考文献

テキスト、ノート、プリント、必要に応じて指示する

・人とのコミュニケーションをどのようにとっていくか。 ノート提出

・サロンにおけるヘア・ケアアドバイスや毛髪の　　　　 定期試験（100％）

　基礎知識を学習 小テスト

到達目標 成績評価の方法・基準

・就職活動の流れとポイントを学習

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

美容　カウンセリング 濵口　真裕子



時間 授業方法
講義

講義

４５～５４ 講義

講義

講義

講義

講義

講義

５５～６６ 講義

講義

講義 化粧品、医薬部外品についての正しい知識

ヘアスタイリング剤

ヘナ製品

化粧品の使用上の注意と使用方法

毛髪の痛みの原因について

染毛剤使用上の注意について

シャンプー

ヘアトリートメント

施術後のヘアデザイン

ヘアカット

染め上がりの色と退色

授　業　計　画

学修内容



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ 2年生 300 ○ ○ ○ 有

時間 授業方法

12 就職ガイダンス ４２社の説明会

3 合同WD ２年生が１年生へ指導する

3 美術館鑑賞会 ３つのグループに分かれて観賞

3 技術大会選考会 WD、カットなどに分かれて実施

72 インターンシップ 県内外のサロンで職場実習

15 BAP 県内外のサロンに協力してもらい実施予定

12 センター訪問 ２つのグループに分かれて、一人２回訪問

9 総合技術 モデルさんに来て頂き、施術（カット・パーマ・カラーなど）

12 スポーツ大会 長崎県の専門学校対抗で競技

72 ヘアショー グループに分かれて、リーダーシップの実践

6 ハロウィンパレード 市内をパレード

6 KENBI祭 皆で楽しむ、日ごろの実技の成果を披露する

33 食品 健康や食品などについて学ぶ

42 国家試験対策 国家試験合格に向けて１００％を目指す

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

総合技術
本田　美由紀
濵口　真裕子

・就職ガイダンスで就職について考える 実技試験（100％）

・芸術にふれ、感性を磨く

・サロンでの実習を通して、実践力を養う

・BAPでプロの技を見て学ぶ

・モデルさんを担当して実践力をつける

使用教材・教具

・ヘアショーを成功させる

学修内容

参考文献

授　業　計　画

実技道具



必修 選択
対象
学年

授業
時間数

講義 演習
実験・実習

・実技

実務の
有無

○ ２年 33 〇 〇 有

時間 授業方法
１～３ 講義 〇脳を活性化させるのに必要な糖質を理解する

４～６ 講義

７～９ 講義

１０～１２ 講義

〇日常生活における運動不足の原因を考察する

１３～１５ 講義
〇便秘解消のための食生活改善点について理解する

〇冷え性解消のための食生活改善点について理解する

１６～１８ 講義 〇脳のしくみと脳に必要な栄養素を理解する

〇自分自身の脳疲労度とその解消法を理解する

〇先人が実行してきた健脳食ベスト１０を理解する

〇自分自身の体質がどのタイプに属するかを考察する

１９～２１ 講義 〇バランスの悪い食事による体内の変化をりかいする

〇低体温になる９つの行為を考察する

〇体を冷やさない食事の必要性を理解する

〇体を温める食生活について理解する

２２～２４ 講義 〇ストレスの感じ方には個人差があることを理解する

〇ストレスを受けやすいタイプかどうかを考察する

〇ストレスによる食生活の変化を理解する

〇ストレスに関わる栄養素とそれを含む食品を理解する

〇ストレスと上手につきあう10か条を理解する

２５～２７ 講義
〇抜け毛、枝毛の原因と防ぐ食べものを理解する

〇亜鉛欠乏症についてその対策を考察する

２８～３０ 実習 〇グループで安全・安心な調理をする楽しさを味わう

３１～３３ 実習 〇グループで安全・安心な調理をする楽しさを味わう

〇反省と家庭（一人暮らし）での実践力を考察する

〇郷土食には先人の知恵が結集されていることを知る

〇無形文化遺産としての和食を継承する必要性を知る

到達目標 成績評価の方法・基準

長崎県美容専門学校　２０１９年度　授業計画表

科目名 担当教員名

総合技術（食品保健栄養理論） 脇山　順子

資料

①人として健康に食べる力をつける。 レポート提出（20％）

②人間らしく楽しく食べる力をつける。 定期試験（80％）

③環境に優しく食べる力をつける。

④食育基本法を理解する。

⑤食事のバランスと適量を理解する。

使用教材・教具

⑥病気にならない食事を理解する。

〇栄養のバランスのよい食事を理解する

⑦栄養素の働きと食事摂取量を理解する。

レジュメ

⑧食の欧米化と日本型食生活を理解する。

授　業　計　画
学修内容

１主食、主菜、副食、副々食が

  揃った食事 〇生命の維持に必要なたんぱく質を理解する
　（日本型食事内容＝ご飯と一汁三菜） 〇ビタミン、ミネラル、食物せんいの役割を理解する

参考文献

〇何をどれだけ食べればよいのかを理解する

２　朝食の役割と効用 〇朝食と学力向上の関連性について理解する

〇共食のメリット＆孤食のデメリットを理解する

〇年齢・性別に応じた適量を理解する

〇適量が守れない傾向を理解し、その対策を考察する

３　噛む力を育む食事 〇噛むことのメリット（卑弥呼の歯がいいぜ）を理解する

７ 体温と免疫力の関連性

５　便秘・冷え症対策を考えた食事 〇食生活に便秘の原因がないかを考察する

〇噛む力と味わう力との関連性を理解する

〇基礎代謝と基礎代謝を高める食べ方を理解する

〇空腹感と満腹感のしくみを理解する

４　健康な骨を育てる食事 〇骨密度が特に増えやすい年齢を理解する

〇丈夫な骨と適度な運動の必要性を理解する

（国家試験に向けての脳の活性化）

〇医食同源の考え方を理解する

〇食生活に冷え性の原因がないかを考察する

６　脳をいきいきとさせる食生活とは

９　髪のトラブルと食生活について 〇髪に必要な栄養素について理解する

８ストレスと食事の関連性

11　簡単に出来る調理実習（その２）

〇実習内容を話し合って決定する

〇食材・器具など役割分担を話し合って決定する
10　簡単に出来る調理実習（その１）

〇反省と次回の取り組みを確認する

（次回の調理実習の準備） 〇実習するための班を編成する
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